
スケジュール画面上の休み理由が一目で分かるようになりました。　※保護者アプリでも同じアイコンを使用しております。

※コロナを事由として利用することが出来なかった日は、出席日数として扱います。
famcloud上には「出席日数」にカウントをする休みアイコンはございませんので、
代替案として、以下のような使い方をご案内させて頂きます。

パターン①
１．保護者の方へ、休み登録の際に、「家庭の事情など」を選択して頂き、コロナ対策である旨をご記入頂く
●保護者アプリ画面 ●保育園側のfamcloud画面

２．　月末に纏めて、コロナ対策でのお休みを、出席扱いとして修正して頂く（月次申請の際は、コロナの事由によるお休みは、出席数としてカウントするようになっております。）
※修正を行わず、手動でのカウントをして頂くでも問題ございません。

ただし、「家庭の事情」というお休みは、コロナ対策以外にも「忌引き」や「通院」、「兄弟が病欠で」などの他の理由もあるかと存じます。
そのため、「家庭の事情」でのお休みの中からコロナによるお休みを探すのが大変ということも考えられますので、その場合は別のお休みアイコンをご活用頂ければと思います。
以下に別のお休みアイコンを使用するケースを記載いたします。

パターン②
１．保護者の方へ、休み登録の際に、「台風などの災害時」を選択して頂き、コロナ対策である旨をご記入頂く
●保護者アプリ画面 ●保育園側のfamcloud画面

２．パターン①の２と同様

台風などの災害時

家庭保育（ニーズ無し）

月次申請時

欠席日数にカウントしない

欠席日数にカウントする
うちニーズ無し日数にはカウントしない

欠席日数にカウントする
うちニーズ無し日数にはカウントしない

欠席日数にカウントする
うちニーズ無し日数にカウントする

アイコン 理由

契約時の利用予定なし

病欠

登降園スケジュール変更点

登園時間と降園時間を同時刻で入力し、色分け機能で

「コロナによるお休み」を、区別する。

※登園時間と降園時間を同時刻で入力することで、

必要保育士数の算出式に含まれないようにすることが出来ます。



月次に関する項目を、設定メニュー「園児管理」に追加いたしました。

また、以下ケースのように、月次に関する項目内で変更がある場合は、年月を選択し内容を追加することが出来ます。
（例）
2020年12月は地域枠だった園児が、2021年1月からは企業枠に変更。
この場合の設定フローは、次の通りです。

1 2020年12月の設定内容

2 2021年1月の設定を行うために、カレンダーで年月を追加

3 変更箇所を修正し保存する

※年月のプルダウン部分で、2020年12月分のデータに切り替えることが出来ます。

園児項目の追加点

前述のカレンダーで追加した年

月が表示される



月次に関する項目に付随し、保育料の入力箇所を設定メニュー「園」に追加いたしました。

入力した保育料は、「園児管理」の月次に関する項目へ自動反映されます。
（例）
自社枠１歳児の保育料を「25,000円」と設定した場合 自社枠１歳児で、無償化対象を選択した際に通常の保育料を自動反映

※自動反映された内容を各園児ごとに修正することも可能です。

※無償化対象では無い場合、月次申請での保育料の報告は不要です。

保育料入力箇所の追加



1 月次集計メニューをタップ

2 期間を指定し、「CSV出力」をタップ

csvと内容の紐づけ①月次_職員表.CSV
●月次_職員表.CSV ●設定メニュー「保育士」

●出退勤スケジュール「常勤」

csvと内容の紐づけ②月次_利用児童表.CSV
●月次_利用児童表.CSV

●設定メニュー「園児管理」 ●登降園スケジュール

月次集計メニュー

職員表と、児童表の２ファイルが出力されます。


